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堺で生まれて２４年   子どもたちの未来を育む    
堺市北区東雲東町１－６－２３宝永ビル２

ＦTEL:072-254-9988・FAX:072-254-9998    

e-mail: willzemi@themis.ocn.ne.jp 

今月号のトピックス  

 

◎  中学生“ぶっ期末”終了～！ 

◎ １学期期末テスト成績優秀者発表！ 

◎ AME24 第１回選抜総選挙 実施！ 

◎  「保護者会」「高校入試説明会」開催 

◎ 夏期講習開催中！～７月２１日（土）～９月１日（土）～ 

◎ 新コース開講「中学生ドリームコース」「WILL 高校部」 

◎ ８月・９月の予定 ━ 予定表は必ずチェックしてね！   他 
 

８月号 

                                   定価２５０円   
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恒例！WILL の長時間テスト対策 

１学期期末テスト対策「 ぶっ 期末！」終了！！ 
 

６月２０日（水）～２８（木）（※一部生徒は３０日まで） 

WILL 恒例の長時間テスト対策「ぶっ期末！」を開催！ 

 

今回のテスト結果はいかがでしたか？ 

「すごく良かった！！」「過去最高点だった！」という生徒がいる

一方で、「中間テストより下がった」「思うように結果が出なかっ

た」という生徒もいました。 

 

その差は一体何でしょうか？ 

 

テスト対策の期間中、「同じ教材を使い」「同じ問題を解き」「同じ時間勉強して」、 

どうして点数に大きな差が出てくるのでしょうか？ 

 

多くの生徒は、成績が良い人とそうではない人の違いを、 

「頭の良し悪し」で片づけることがよくあります。 

本当にそうなんでしょうか。 

 

結論から言うと、「頭の良し悪し」で成績が決まるのではないんです。 

それは「勉強のやり方」が大いに関係しているのです。 

 

◎ 今回のテーマは「勉強のやり方を究めよう」 

学力＝学習の質×学習の量×やる気 

勉強をやる上で大切な要素の一つが「学習の質」です。 

この「学習の質」を高めるために必要なのは、「勉強のやり方」なんです。 

学力をつけるためには「勉強のやり方」を工夫して高めていかなければなりません。 

いくら長時間勉強したとしても、そのやり方が間違っていれば、決して学力はつきません。  
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そこで、今回は「勉強のやり方を究めよう」ということをテーマに「ぶっ期末」を開催しました。 

ここで、今回の「ぶっ期末のご案内」で書いたことをおさらいしておきましょう。 

 

正しい勉強のやり方とは、 

 

① 「自分がわからないことを知って、それをわかるようになること」 

② 「わかったことができるようになること」 

③ 「やる気をもってテスト勉強に励むこと」 
 

なのです。 

 

皆さんはこの通り勉強できましたか？ 

 

自分がわからないことをそのまま放っておいたりしませんでし

たか？ 

わかったことをできるまで反復しましたか？ 

やる気をもって勉強に励みましたか？ 

 

今回思うような結果が出なかった生徒の皆さんは、このことを十分に振り返って、 

次回は必ず自分自身の納得のいく結果が得られるように頑張りましょうね。 

 

私たちも、皆さんの努力が必ずいい結果に結びつけるように、 

更に努力をしていきたいと思います。 

 

最後になりましたが、今回の「ぶっ期末」開催に際しましても、 

保護者の皆様のご協力、本当にありがとうございました。 

食事のご用意や送り迎え、また生徒たちへの差し入れなども

いただき心から感謝しております。 

 

皆様のご期待のお応えできますよう、私たちも更なる努力を積み重ねてまいります。 

今後ともよろしくお願い申し上げます。 
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１学期期末テスト成績優秀者発表 
＜成績優秀者＞ 

５科 ４５０点以上…１０人          

 

 

 

 

 

 

 

５科 ４００点以上…３２人  

 

 

 

 

 

 

     

   

  

  

 

 

 

 

 

１００点満点…２人  

 

  

 

 

 

＜得点アップ＞ 
５科３０点以上アップ…４人  

  

 

 

 
 

※  成績優秀者の氏名は、教室に掲示しています。 

※ 紙面の都合上、掲載できなかった皆さんゴメンナサイ<m(__)m> 

                       ２学期中間テストも頑張りましょう！ 

４４４点（長 尾３年 Y.N さん）   ・４４３点（長 尾２年 I.M さん） 

４４０点（長 尾１年 Y.Y さん）   ・４３６点（長 尾２年 T.A さん） 

４３２点（長 尾２年 F.S くん）   ・４３１点（長 尾３年 Y.S さん） 

４３１点（長 尾２年 I.J さん）   ・４３１点（浅香山１年 M.T くん） 

４２８点（三国丘１年 D.K くん）    ・４２５点（三国丘３年 K.K さん） 

４２３点（長 尾３年 N.H くん）   ・４２３点（長 尾２年 H.T くん） 

４２１点（長 尾１年 N.M さん）    ・４２０点（長 尾１年 T.N さん） 

４１９点（長 尾２年 K.K くん）   ・４１６点（長 尾２年 Y.K さん） 

４１４点（長 尾２年 Y.K さん）   ・４１４点（長 尾２年 M.S さん） 

４１３点（長 尾３年 S.J くん）   ・４１１点（長 尾２年 I.M さん） 

４１１点（長 尾２年 M.K さん）   ・４１１点（長 尾１年 K.S くん） 

４０７点（長 尾１年 K.A さん）   ・４０５点（三国丘２年 Y.K さん）他 

４８４点（長 尾２年 S.A さん）   ・４７１点（長 尾３年 I.A さん） 

４６４点（長 尾３年 T.T くん）   ・４６４点（長 尾３年 O.S さん）        

４６２点（長 尾１年 I.M くん）   ・４５７点（長 尾３年  S.H くん）                  

４５５点（浅香山３年 M.S くん）   ・４５４点（長 尾２年 S.S さん） 

４５２点（長 尾２年 Y.A さん）   ・４５１点（長 尾２年 M.M さん）   

数 学（長尾２年 S.A さん）  ・理 科（長尾２年 S.A さん）   

※満点に一歩及ばず、惜しい９０点台…のべ９４人 

４５点アップ（長 尾２年 T.H さん）  ・３７点アップ（長 尾３年 N.R さん） 

３１点アップ（長 尾３年 U.H さん）  ・３０点アップ（三国丘２年 T.M さん） 
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 AME24 第１回選抜総選挙 実施 
 普段の９０分授業やテスト対策期間に配られるアメ。WILL

では、もうおなじみですね！そして、人それぞれ好みがある

ようで…、いつも箱の中から１つ選ぶのに真剣な表情。もう

長時間学習で、アメ無しなんて考えられない！！必要不可欠

な存在となっています。 

そこで、２４種類のアメの中から人気 NO.1 を決める投票、 

「AME24 第１回選抜総選挙」を実施しました。 

投票数は、先生の投票も含めて、なんと 124 票！ 

気になる投票結果は→→→→ 

人気投票と同時に、プレゼント抽選会 

も実施しました！景品は、 

① 100 ポイント 

② アメつかみ取り！ 
 

 

 

アメつかみ取りでは、たくさんの塾生が集まって、大

盛り上がり！容器に入ったアメを片手で、わしづかみ！

たくさんつかむと、手が抜けない…。苦戦しながらも 20

個以上のアメを大量ゲット！！そのなかでも、M くんは、

宣言通りの 30 個をゲットしていました。 

 「ぶっ期末」期間中の長時間勉強で疲れている中でしたが、大盛り上がりのイベントで

した！今後の長時間勉強でも、楽しいイベントを実施するかも！？ 

  

 

 

 

 

 

。 

見事、当選した 6 人。 

わずかな差で、「金のミルク」が１位に輝きました。

当選しなかった人もたくさん

集まり、大盛り上がり！ 
わしづかみでアメを大量

ゲットに挑む S くん 

どのアメに投票するのかな

～？ 
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７月７日（土）に「保護者会」「高校入試説明会」を開催しました。当日はお忙しい中、多数の保護 

者様及び生徒の皆さんのご来場、本当にありがとうございました。心より御礼申し上げます。 

 

今回の「保護者会」「高校入試説明会」では、特別講師として、共育アドバイザー「番匠啓太氏」 

をお招きして講演していただきました。 

 

とても興味深い話で、ご来場いただいた皆さんからも大絶賛でした。 

当日、保護者会では「４９」という数字が、入試説明会では「０．１」という数字が示されました。 

覚えていますか？ 

 

「４９」… 将来なくなる可能性のある、現在ある職業の割合。 

       「10～20 年後、国内の労働人口の４９％が、A.I（人工知能）やロボットで代替可能に 

なる。」（野村総研）という研究結果を発表しました。 

 「０．１」… １年間で中３生が伸びた偏差値の平均値。 

        大半の中３生が塾へ行き、成績を上げようと勉強しますが、成績の基準となる偏差値

アップの全国平均がわずか０．１しかなかったということがわかりました。 

 

  この数字にビックリした方も多かったんじゃないでしょうか？ 

 

  その他にも、私たちが「目からウロコ」と思うような興味深い話が盛りだくさん。 

  またこのような機会を設けたいと考えています。今回お忙しくご参加できなかった皆さまは、 

  次回は是非ご参加ください。 

 

 

「保護者会」「高校入試説明会」を開催～ 
７月７日（土）（保護者会１６時～・高校入試説明会１８時～） 
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◇ 夏を制する者が受験を制す      

今年もいよいよこの季節がやってきました。WILL 最大のイベント“夏期講習”。 

  「高校入試説明会」でもお話ししましたが、中３生にとっては「夏休みの過ごし方で受験が決まる」と言

っても過言ではないぐらい重要な夏休み。 

   

あっという間に３分の１が終了。何となく過ごしていると、あっという間に夏休みが終わってしまいます。

だから、残りの期間をいかに有意義に過ごすかが、とても重要になるのです。  

 

◇ 部活と勉強の両立 
しかし、中３生の多くが頭を悩ませるのが、“部活”と“勉強”の両立━。受験生最大のテーマともいえ

るこの課題にどのように取り組むのか？ 

 

そんな中３生に対し「中学生最後の部活の大会や発表会で、少しで

もいい結果を残してあげたい」と思う学校の部活顧問の先生と、「こ

の夏休みに、少しでも成績を上げてあげたい」と思う塾の先生との間

で“綱引き”が始まるのです。 

 

どちらも「生徒のことを思って」の考えに違いはないのです。 

時には「塾なんてどうでもいい」とか「勉強なんてやっても仕方がない」

なんて言う顧問の先生もいます。「部活なんて行かなくてもいい」「部 

活なんてやめてしまえ」なんていう塾の先生もいるかもしれません。 

 

そんな間で中３生は頭を悩ませているのです。しかしその“悩み”の中に子どもたちの更なる成長が 

あると思っています。部活も勉強もすべて生徒の成長のためでなければなりません。 

中には「部活を犠牲にして、勉強一本に絞ろう」という生徒や、「塾をある程度犠牲にして部活で頑張 

ろう」という生徒もいるかもしれません。ただ、より自分の夢や目標に近づけるために必要なことは何か 

を真剣に考えながら行動してほしいと願っています。 

 

そして WILL ではすべての生徒を応援したいと考えています。 

WILL 教育ゼミ 夏休みイベント 

２０１８年度「夏期講習」開催 
７月２１日（土）～９月１日（土） 

夏期講習での中３生の授業の様子 

休憩時間、笑顔いっぱいの中３生 
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◇ WILL の夏期講習は「欠席分は全コマ補習」 
だから、他塾では絶対にやらない、「欠席分は全コマ補習」を可能な 

限りするのです。 

 

ただ間違ってはいけないのが、「補習があるから、授業はサボってもい

い」ということではないということなのです。 

補習は授業と全く同じことはできません。あくまで、部活などで授業に 

出られなかった生徒達のための補完でしかないということを決して忘 

れないでくださいね。 

 

◇ 「勉強」と「部活」のバランス 
今、大人の世界でも「ワークライフバランス」といことが声高に叫ばれ

ています。 

これは何も「生活を充実させるために仕事量を減らす」ということでは

ありません。 

「生活と仕事を調和させることで相乗効果を生み、より充実した生活

や仕事をすることができるようにする」ということを意味します。 

 

つまり、「部活や遊び」と「勉強」を調和させることが重要なのです。 

ただし、自分が「部活中心で勉強は切り捨てる」とか、「勉強中心にし

て、部活は我慢する」ということを心に決め、保護者同意の上で納得

して行うのなら何も問題はありません。 

 

すべてが中途半端なのが一番いけないのです。 

「勉強」と「部活や遊び」のバランスを上手くとり、より充実した夏休みになるようにしてほしいのです。 

 

◇ 限られた時間を有効に 
全ての人に同じ時間が与えられています。この「時間の使い方」がこの夏休みの成果 

を決めると言っても過言ではありません。 

そのためにも、まず規則正しい生活を送り、体調を管理することが最も大切なんです。 

 

皆さんの今の頑張りはすべて良い結果を出すためですね。 

夜更かしして授業中あくびばかりしていてよい結果が出ると思いますか？ 

成績が上がるどころか、体を壊してしまう原因にもなってしまいますよね。 

 

起きている時間をより有効に使うためにも、規則正しい生活を心がけてください。 

そして、体調には細心の注意をはらい、講習終了後に「やってよかった」と心からそう思える夏休みに 

できるよう、残りの期間も頑張ってくださいね。（ただし、無理しすぎないようにね！） 

 

ご家庭の皆様にも何かとご迷惑をお掛け致しますが、引き続きご協力くださいますようよろしくお願い 

いたします。 

 

生徒の成長のために、私たち講師一同全力でサポートをしてまいります。 

部活と塾の大きなバッグを抱えて 

塾に来る中３生。 


